
学校番号 ３０２３ 

令和２年度 数学科 

 

教科 理数 科目 理数数学Ⅰ（Ⅰb） 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 
改訂版 数学Ⅰ（数研出版）  改訂版 数学Ａ（数研出版） 

改訂版 数学Ⅱ（数研出版） 

副教材等 

サクシード数学Ⅰ＋Ａ 改訂版（数研出版） 

サクシード数学Ⅱ＋Ｂ 改訂版（数研出版） 

増補改訂版 チャート式 基礎からの 数学Ⅰ＋Ａ（数研出版） 

増補改訂版 チャート式 基礎からの 数学Ⅱ＋Ｂ（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返ってよ

りよい解決を考える」といった一連の過程で、自分の考えを発表したり、議論したりする活動を行い

ます。 

・問題集用のノートを用意してください。 

問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も

書くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつ

まずいたかを知るための大切なものです。 

 

２ 学習の到達目標 

場合の数と確率，図形の性質，整数の性質または図形と方程式について理解させ，基礎的な知識の習得

と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を養い，数学のよさを認識できるようにするととも

に，それらを活用する態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

場合の数と確率，図形

の性質，整数の性質ま

たは図形と方程式にお

ける考え方に関心をも

つとともに，数学のよ

さを認識し，それらを

事象の考察に活用して

数学的な考え方に基づ

いて判断しようとす

る。 

場合の数と確率，図形

の性質，整数の性質ま

たは図形と方程式にお

いて，事象を数学的に

考察し表現したり，思

考の過程を振り返り多

面的・発展的に考えた

りすることなどを通し

て，数学的な見方や考

え方を身に付けてい

る。 

場合の数と確率，図形

の性質，整数の性質ま

たは図形と方程式に

おいて，事象を数学的

に表現・処理する仕方

や推論の方法などの

技能を身に付けてい

る。 

場合の数と確率，図形

の性質，整数の性質ま

たは図形と方程式に

おける基本的な概念，

原理・法則などを体系

的に理解し，基礎的な

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

前期第一中間考査 

前期第二中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

前期第一中間考査 

前期第二中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

前期第一中間考査 

前期第二中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

前期第一中間考査 

前期第二中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

内
容 

単
元 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

第
１
節 

場
合
の
数 

集合の要素の個数 ○ ○ ○ ○ a:集合を考えることで，日

常的な事柄などを，集合の

要素の個数として数学的に

数えようとする。 

b: ベン図を利用して集合

を図示することで，集合の

要素の個数を考察すること

ができる。 

c: 和集合や補集合について

ベン図を用いて表現し処理

することができる。 

d: 和集合や補集合の要素

の個数を求めるための基礎

的な知識を身につけてい

る。 

第一中間考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

 

場合の数 ○  ○ ○ a: 1 つの原則を決めて，樹

形図などを利用して，もれ

なく重複することなく数え

ようとする。 

c: 事象に応じて，和の法

則，積の法則を使い分けて

場合の数を求めることがで

きる。 

d: 和の法則と積の法則の

利用場面を理解している。 

順列 ○ ○ ○ ○ a: 樹形図を利用して，積の

法則から順列の総数を求め

る式を導こうとする。 

b: 特殊な条件が付く順列

を，見方を変えたり別なも

のに対応させたりして処理

することができる。 

c: 順列の総数や階乗を記

号で表し，それを活用でき

る。順列の問題で，重複し

て数えないための処理がで

きる。 

d: 順列の用語，記号，公式

を理解し，利用できる。順

列に条件が付く場合に，条

件の処理の仕方を理解して

いる。 



円順列・重複順列 ○ ○ ○ ○ a: 順列，円順列，重複順列

の違いに興味・関心をもつ。 

b: 既知の順列や積の法則

をもとにして，円順列，重

複順列を考えることができ

る。 

c: ものを並べる場合以外

でも，重複順列の考え方を

利用して処理することがで

きる。具体的な問題に対し

て，どのような場合に，円

順列，重複順列の考え方が

適用できるかを見極めて，

それらの公式を使うことが

できる。 

d: 順列に関する基礎的な

知識を身につけている。 

組合せ ○ ○ ○ ○ a: 順列と組合せの違いに

興味・関心をもつ。 

b: 組み分けの問題や同じ

ものを含む順列について，

組合せの考え方を使って考

察することができる。 

c: 条件がつく組合せの問

題について見方を変えるな

どして処理することができ

る。 

d: 組合せの用語，記号，公

式の意味を理解している。 

第
２
節 

確
率 

事象と確率 ○ ○ ○ ○ a: 確率の定義にしたがっ

て確率を求めようとしてい

る。 

b: 事象の確率を，集合を用

いて求めることができる。 

c:具体的な問題に対して，

組合せの考えを利用して式

に表すことができる。 

d: 試行，事象，事象の確率

の意味を理解している。 

第二中間考査 

前期期末考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

 

確率の基本性質 ○ ○ ○ ○ a: 積事象・和事象，排反事

象，確率の基本性質などに

関心をもち，確率の考察に

活用しようとしている。 

b: 和事象や余事象の確率

を，集合を用いて考察する

ことができる。 

c: 確率の加法定理を使っ

て，和事象や余事象の確率

を求めることができる。 

d: 確率の計算に集合を活

用し，複雑な事象の確率を

求めることができる。 



独立な試行の確率 ○ ○ ○ ○ a: 独立な試行の確率につ

いて，興味をもって調べよ

うとする。 

b: 独立な試行の確率を，具

体的な例から直観的に考え

ることができる。 

c: 試行が独立であるとき

の，その確率を求めること

ができる。 

d: 独立な試行の意味を理

解し，その確率の求め方に

ついて基礎的な知識を身に

つけている。 

反復試行の確率 ○ ○ ○ ○ a: 具体的な事象について，

反復試行の確率を，興味を

もって調べようとする。 

b: 反復試行の確率を用い

て，具体的な問題を考察す

ることができる。 

c: 独立な試行の確率を基

にして，反復試行の確率を

求めることができる。 

d: 反復試行の確率を求め

るための基礎的な知識を身

につけている。 

条件付確率 ○ ○ ○ ○ a: 条件つき確率や確率の

乗法定理に関心をもち，事

後の確率の考察に活用しよ

うとしている。 

b: 既習の確率の知識を利

用して，反復試行の確率に

ついて考えることができ

る。 

c: 条件つき確率の式や確率

の乗法定理を用いて確率を

求めることができる。 

d: 条件つき確率を求めるた

めの基礎的な知識を身につ

けている。 

（数Ⅰ

）第
２
章 

集
合
と
命
題 

 

命題と条件 ○ ○ ○ ○ a:命題と条件の違いや，命

題と集合との関係につい

て，積極的に理解しようと

する。 

b:命題の真偽を，集合の包

含関係に結びつけてとらえ

ることができる。 

c:集合の包含関係や反例な

どを調べることで，命題の

真偽を決定することができ

る。 

d:条件の否定，ド・モルガ

ンの法則を理解しており，

複雑な条件の否定が求めら

れる。必要条件，十分条件，

必要十分条件，同値の定義

を理解している。 

 



 

 

命題と証明 ○ ○ ○ ○ a:直接証明法では難しい命

題も，対偶を用いた証明法

や背理法を用いると鮮やか

に証明できることに興味・

関心を示す。 

b: 対偶や背理法を用いて

命題を証明することができ

る。 

c: 対偶による証明法や背

理法のしくみを理解し，こ

れらを適切に利用し，命題

を証明することができる。 

d: 命題の逆・裏・対偶につ

いて，基礎的な知識を身に

つけている。 

 

第
３
章 

整
数
の
性
質 

第
１
節 

約
数
と
倍
数 

約数と倍数 ○ ○ ○ ○ a: 約数と倍数に関心をも

ち，いろいろな数の倍数を

見分けようとしている。 

b: 平方数になる条件を，素

因数分解の結果から考察す

ることができる。 

c: 約数や倍数の性質を使

って，整数に関するさまざ

まな問題を解くことができ

る。 

d: 約数や倍数の性質につ

いて基礎的な知識を身につ

けている。 

前期期末考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

 

最大公約数と最小公倍数 ○ ○ ○ ○ a: 最大公約数と最小公倍

数の考察に素因数分解を活

用しようとしている。 

b: 2 数の最小公倍数は 2 数

の素因数のすべてを因数と

するということを理解し，

それを利用して問題を考察

することができる。 

c: 最大公約数と最小公倍

数の関係を適切に表現する

ことができる。 

d: 最大公約数・最小公倍数

を求めるための基礎的な知

識を身につけている。 

整数の割り算と商および余

り 

 

○ ○ ○ ○ a: 除法の性質に関心をも

ち，整数の分類の考察に活

用しようとしている。 

b: 整数aを正の整数bで割

る割り算を，a と b の間に

成り立つ等式としてとらえ

ることができる。 

c: 整数を余りで分類して，

整数の性質を証明すること

ができる。 

d: 整数の除法の性質や余

りによる整数の分類の仕方

を理解している。 



後
期 

第
２
節 

ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法 

ユークリッドの互除法 ○ ○ ○ ○ a: 互除法の原理に関心を

もち，最大公約数の考察に

互除法を活用しようとして

いる。 

b: 互除法の計算から最大

公約数を表す式が導かれる

ことを具体例から考察し，

一般にも適用できることに

気付く。 

c: ユークリッドの互除法

の仕組みを理解し，それを

用いて 2 つの整数の最大公

約数を求めることができ

る。 

d: 互除法の原理を理解し，

互除法を用いて 2 数の最大

公約数を求めることができ

る。 

 

１次不定方程式  ○ ○ ○ b: ユークリッドの互除法

を用いて，2 元 1 次不定方

程式の整数解を考察するこ

とができる。 

c: 互いに素である 2 つの

整数の関係を用いて 2 元 1

次不定方程式を解くことが

できる。 

d: 2 元 1 次不定方程式の整

数解を求めるための基礎的

な知識を身につけている。 

第
３
節 

整
数
の
性
質
の
活
用 

分数と小数  ○ ○ ○ b: 分母の素因数に着目し，

既約分数が有限小数となる

条件を考察することができ

る。 

c: 与えられた分数が有限

小数になるか循環小数にな

るかを見分けることができ

る。 

d: 分数が有限小数で表さ

れる条件，循環小数で表さ

れる条件を理解している。 

 

ｎ進法 ○  ○ ○ a: 数の仕組みに関心をも

ち，n 進法の考察に活用し

ようとしている。 

c: 2 進法の計算ができる。 

d: 記数法の意味を理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 



（数Ⅰ

）第
５
章 

デ
ー
タ
の
分
析 

 

データの整理   ○ ○ c: ヒストグラムや相対度

数を用いてデータを整理す

ることができる。 

d: データを整理するため

の基礎的な知識を身につけ

ている。 

後期中間考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

 

データの代表値 ○ ○ ○ ○ a: 身近な統計における代

表値の意味について考察し

ようとする。 

b: データの分布の仕方に

よっては，代表値として平

均値を用いることが必ずし

も適切でないことを理解し

ている。 

c: 与えられたデータの平

均値，中央値，最頻値を求

めることができる。 

データの散らばりと四分位

範囲 

○ ○ ○ ○ a: 箱ひげ図の有用性を認

識し，複数のデータの分布

の考察に活用しようとして

いる。 

b: 範囲の欠点と，四分位範

囲のよさを理解している。 

c: 四分位範囲の定義やそ

の意味を理解し，それを求

め，データの散らばりを比

較することができる。 

d: 範囲，四分位範囲，四分

位偏差の意味を理解してい

る。 

分散と標準偏差 ○ ○ ○ ○ a: データの個々の値と平

均値の差に関心をもち，分

散と標準偏差の考察に活用

しようとしている。 

b: 分散と標準偏差を考察

することができる。 

c: 分散，標準偏差の定義と

その意味を理解し，それら

に関する公式を用いて，分

散，標準偏差を求めること

ができる。 

d: 分散と標準偏差を求め

るための基礎的な知識を身

につけている。 



データの相関 ○ ○ ○ ○ a: 2 つの変量 x と y の関係

を散布図で表すことに関心

をもち，相関関係の考察に

活用しようとしている。 

b: 相関係数は散布図の特

徴を数値化したものである

こと，数値化して扱うこと

のよさを理解している。 

c: 対応する 2 変量データ

について相関係数を求める

ことができる。 

d: 散布図，正の相関，負の

相関について基礎的な知識

を身につけている。 

共分散，相関係数を求める

ための基礎的な知識を身に

つけている。 

第
２
章 

図
形
の
性
質 

第
１
節 

平
面
図
形 

三角形の辺の比  ○ ○ ○ b: 三角形の角の二等分線

についての定理をもとに，

図形の性質を証明すること

ができる。 

c: 証明の際に適切な補助

線を引いて考察することが

できる。 

d: 線分の内分・外分，三角

形の角の二等分線について

の定理を理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三角形の外心、内心、重

心 

○ ○ ○ ○ a: 三角形の外心，内心，重

心に関する性質に興味を示

し，積極的に考察しようと

する。 

b: 図形の性質を証明する

のに，間接的な証明法であ

る同一法を適用することが

できる。 

c: 三角形の重心，外心，内

心の性質を利用して，線分

の長さや角の大きさを求め

ることができる。 

d: 三角形の重心，外心，垂

心，内心の性質を理解して

いる。 

チェバの定理、メネラウス

の定理 

○ ○ ○ ○ a: チェバの定理・メネラウ

スの定理に興味を示し，積

極的に考察しようとする。 

b: チェバの定理の定理を

用いて，図形の性質を証明

することができる。 

c: チェバの定理，メネラウ

スの定理を，三角形に現れ

る線分比や図形の面積比を

求める問題に活用できる。 

d: チェバの定理，メネラウ

スの定理を理解している。 

 

 



円に内接する四角形 ○ ○ ○ ○ a: 三角形の外接円は必ず 

存在するが，三角形以外の

場合は必ずしも存在しない

ことから，四角形が円に内

接する条件を考察しようと

する。 

b: 円に内接する四角形の

条件を用いて図形の性質を

証明することができる。 

c: 円に内接する四角形の

定理と四角形が円に内接す

る条件を用いて，角度を求

めたり，円に内接する四角

形を見つけたりすることが

できる。 

d: 円に内接する四角形の

定理と四角形が円に内接す

る条件を理解している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円と直線  ○ ○  b: 円と直線を動的にとら

えて，それらの位置関係を

考察することができる。 

c: 円の接線の性質を利用

して，線分の長さを求めた

り，図形の性質を証明でき

る。 

方べきの定理 ○ ○ ○ ○ a: 相似を利用した方べき

の定理の導き方に興味・関

心をもつ。 

b: 方べきの定理 I の割線

PCD の極限として接線 PT

を考えた場合が，方べきの

定理 IIであるとの見方がで

きる。 

c: 方べきの定理を利用し

て，線分の長さを求めたり，

図形の性質を証明すること

ができる。 

d:方べきの定理の逆を理解

し，それを用いて図形の性

質を証明することができ

る。 



２つの円の位置関係 ○ ○ ○ ○ a: 接している 2 つの円に

関心をもち，図形の性質を

証明することができる。 

b: 2 つの円の位置関係を理

解し，共通接線の長さを求

めることができる。 

c: 2 つの円が内接している

とき成り立つ性質を利用し

て角度を求めることができ

る。 

d: 2 つの円の共通接線の長

さを求めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図 ○ ○ ○ ○ a: 図形の性質をもとにし

て，線分の内分点を作図に

より表そうとしている。 

b: 三平方の定理を用いて

長さ a の線分を作図する

ことができる。 

c: 基本的な作図を用いて

三角形の外接円などを作図

することができる。 

d: 基本的な作図の仕方に

ついて基礎的な知識を身に

つけている。 

第
２
節 

空
間
図
形 

直線と平面 ○ ○ ○ ○ a: 三垂線の定理について

関心をもち，正四面体の考

察に活用しようとしてい

る。 

b: 基本図形の性質を基に

して，直線や平面の位置関

係を考察することができ

る。 

c: 2 直線や 2 平面のなす角

を求めることができる。 

d: 直線と平面の位置関係

や，三垂線の定理を理解し

ている。 

多面体 ○  ○ ○ a: オイラーの多面体定理

がすべての凸多面体に成り

立つかどうか確かめようと

している。 

c: 正多面体どうしの関係

を利用して，正多面体の体

積を求めることができる。 

d: 正多面体の特徴を理解

し，それに基づいて面，頂

点，辺の数を求めることが

できる。 



（数Ⅱ

）第
三
章 

図
形
と
方
程
式 

第
１
節 

点
と
直
線 

直線上の点  ○ ○ ○ b: 内分点の求め方と同様

な考え方で，外分点を考察

することができる。 

c: 線分の外分点の公式を

適用する際に，分母を正に

して計算しようとする。 

d: 数直線上において，２点

間の距離，線分の内分点，

外分点の座標が求められ

る。 

後期期末考査 

課題ノート 

小テスト 

宿題考査 

平面上の点 ○ ○ ○ ○ a: 数直線上の点に関する

公式を利用して，平面上の

問題を考察しようとする。 

b: 図形の性質を証明する

際に，計算が簡単になるよ

うに座標軸を適切に設定で

きる。 

c: 図形的条件（点対称，線

対称など）を式で表現でき

る。 

d: 距離の公式を利用して，

図形の性質を証明できる。

座標平面上において，線分

の内分点，外分点の座標が

求められる。 

直線の方程式 ○ ○ ○ ○ a: 公式を利用して，直線の

方程式を求めようとする。 

b: 直線が x，y の１次方程

式で表されることを理解し

ている。 

c: x 軸に垂直な直線は y＝

mx＋n の形に表せないこと

を理解している。 

d: 与えられた条件を満た

す直線の方程式の求め方を

理解している。 

２直線の関係 ○  ○ ○ a: ２直線の平行・垂直の関

係を，直線の傾きに着目し

て考察しようとする。 

c: 連立方程式の解の状況

を，２直線の位置関係から

考察することができる。 

d: 直線の方程式を利用し

て，図形の性質を証明する

ことができる。 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


